
 

和紙の里で
版画フォーラム2008

編
集
雑
記

編
集
雑
記

編
集
雑
記

ま
ず「
川
越
学
」で
基
礎
固
め

西
部
地
域
の
大
学
連
合
を
目
指
す

跡見学園女子大学花蹊記念資料館

創立者跡見花蹊の精神を今日に伝える

大東文化大学
地域連携センター

キャンパスは知識の宝庫

ご
は
ん
だ
よ

ご
は
ん
だ
よ

ご
は
ん
だ
よ

東　　上　　沿　　線　　物　　語

PR記事の募集
　
本
紙
で
は
、団
体
、サ
ー
ク
ル
な
ど
の
紹
介
、会
員
募
集
、

イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど
読
者
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
記
事
を
募
集
し
ま

す
。情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。掲
載
は
原
則
と
し
て
定
期

購
読
者
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

國
分
　
紀
子

（７）　平成20年　７月 第15号

ふ
じ
み
野
、

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
国
際
交
流
コ
ン
サ
ー
ト

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ゆ
め
つ
る
せ（
富
士
見
市
）

ク
リ
ー
ン
運
動
交
流
会

第
８
回
び
ん
沼
川

十
文
字
女
子
大
学

（
新
座
市
）

導
要
領
の
め
ざ
す
も
の
」

特
別
講
演
会「
新
学
習
指

「
加
齢
に
伴
う
耳
の

病
気
」

　
７
月
19
日（
土
）　（
川
越
市
）

埼
玉
医
科
大
学
市
民
公
開
講
座

「
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
・
管
理
組

合
の
た
め
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
基
礎
講
座
」

東
京
国
際
大
学
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
川
越
市
）

「生活お役立ち公開講座
―　旅のプロと語る」

西武文理大学　(狭山市)

尾崎翠の原作を映像化
幻の女性作家

映画監督・浜野佐知
作品上映会　(鶴ヶ島市)

み
ど
り
の
保
全
・

創
出
事
業
公
募

埼
玉
県

浜野監督(中央)、右は藤縄鶴ヶ島市長

　
か
つ
て
旧
年
金
福
祉
事
業
団

が
運
営
し
て
い
た
保
養
施
設「
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
」（
現
在
は
廃
止
あ

る
い
は
経
営
譲
渡
）に
何
回
か
訪

れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
年
金
官
僚
と
い
え
ど
も「
年
金

を
無
駄
使
い
し
よ
う
」と
思
っ

て
、
あ
の
よ
う
な
施
設
を
作
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く

「
究
極
の
リ
ゾ
ー
ト
施
設
を
」

と
、
夢
を
追
っ
た
と
思
う
。
海

を
望
む
山
を
丸
ご
と
切
り
拓
く

な
ど
、
野
心
的
な
立
地
と
広
大

な
敷
地
。
豪
壮
な
建
物
。

　
た
だ
、
豊
富
な
資
金（
私
の
経

験
で
は
旧
厚
生
省
の
人
た
ち
は

年
金
資
金
を
自
分
た
ち
の
自
由

に
使
え
る
お
金
と
思
っ
て
い
た
）

を
バ
ッ
ク
に
、
投
資
計
画
が
過

大
と
な
り
、
そ
し
て
役
人
に
よ

る
経
営
で
、「
バ
ブ
ル
」崩
壊
後

の
状
況
は
ご
存
知
の
通
り
だ
。

　
規
模
は
違
う
が
、
公
共
の
施

設
だ
っ
た
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ハ

イ
ツ
よ
し
み（
吉
見
町
）も
似
た

よ
う
な
理
由
で
経
営
が
立
ち
行

か
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
を
蘇
ら

せ
た
の
が
、
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
民
間
委
託
先
の
カ
ナ
イ

専
務
金
井
久
さ
ん
だ
。

　
民
営
化
す
れ
ば
す
べ
て
う
ま

く
い
く
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
金
井
さ
ん
は
、
シ
ル
バ
ー

パ
ワ
ー
の
活
用
に
よ
る
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
と
、
従
業
員
の
一
体
感

が
、
公
的
経
営
時
代
か
ら
の
大

き
な
変
化
で
あ
る
と
言
う
が
、

恐
ら
く
金
井
さ
ん
な
ら
で
は
の

隠
れ
た
経
営
術
が
あ
る
の
で
あ

ろ
う
。

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
訪

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
、

そ
の
低
料
金
に
驚
き
ま
す
。

編
集
・
発
行
人
　

　
　
　
　
金
子
豊
治
郎（
雄
一
）

　編
集
ス
タ
ッ
フ

　
泉
沢
　
勉
　
　
岩
瀬
　
翠

　
森
野
　
範
子
　
山
下
　
龍
男

　
金
子
　
敏
満
　
石
橋
啓
一
郎

　
早
川
　
圭
一
　
高
井
　
珠
希

　
江
端
　
美
喜
　
城
西
大
学

　
現
代
政
策
学
部
社
会
シ
ス
テ

　
ム
学
科
新
聞
編
集
部

寄
稿

　
國
分
　
紀
子
　
大
塚
佳
代
子

　
葵
　
和
歌

　
鶴
ヶ
島
市
は
、
映
画
監
督

浜
野
佐
知
の
三
作
品
を
、
６

月
21
日
（
土
）、22
日
（
日
）

の
両
日
、
市
内
の
映
画
館

「
シ
ネ
プ
レ
ッ
ク
ス
わ
か

ば
」
で
上
映
す
る
。

　
こ
れ
は
男
女
共
同
参
画
週

間
に
市
が
主
催
、
市
民
が
運

営
す
る
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
ふ
れ

あ
い
ウ
ィ
ー
ク
」（
清
水
は
る

み
実
行
委
員
長
）
の
特
別
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
か
れ
る
。

　
上
映
作
品
は
、
幻
の
女
性

作
家
・
尾
崎
翠
の
原
作
を
映

像
化
し
た
「
第
七
官
界
彷

徨
」（
21
日
19
時
〜
）、「
こ
ほ

ろ
ぎ
嬢
」（
22
日
16
時
〜
）、高

齢
者
の
性
を
扱
っ
た
「
百
合

祭
」（
22
日
13
時
〜
）。料
金
は

各
千
円
。

　
浜
野
佐
知
は
、
女
性
監
督

の
草
分
け
で
、
成
人
映
画
三

百
本
以
上
を
発
表
。
今
回
上

映
さ
れ
る
の
は
98
年
以
降
に

取
り
始
め
た
一

般
映
画
で
、
一
挙
上
映
は
初

め
て
と
い
う
。

　
　

　
中
野
理
惠
さ
ん
（
映
画
配

給
会
社
パ
ン
ド
ラ
代
表
）
の

話　
日
本
で
は
映
画
監
督
に
な

る
に
は
、
ほ
ん
の
少
し
前
ま

で
、
現
場
で
修
業
を
積
む
し

か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
も
女
性
に
そ
の
道

は
ほ
ぼ
閉
ざ
さ
れ
て
い
て
、

更
に
、
60
年
代
後
半
か
ら
80

年
代
初
頭
に
か
け
て
の
日
本

映
画
の
ド
ン
底
時
代
、
そ
ん

な
時
代
に
現
場
に
飛
び
込

み
、
初
志
貫
徹
し
て
監
督
に

な
っ
た
女
性
は
、
浜
野
さ
ん

だ
け
で
し
ょ
う
。

　
し
か
も
女
性
の
側
に
立
っ

た
性
を
描
い
た
の
で
す
か

ら
、
た
い
し
た
も
の
で
す
。

　
成
人
映
画
と
聞

く
と
眉
を
ひ
そ
め

る
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、

実
際
に
は
、
ド
ン

底
時
代
に
も
コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
製
作

を
続
け
て
い
た
の

は
成
人
映
画
だ
け

で
し
た
か
ら
、

今
、
活
躍
し
て
い

る
監
督
の
多
く
が
、
成
人
映

画
で
育
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
老
人
の
性
な
ど
テ
ー
マ
選

び
も
斬
新
で
す
し
、
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
浜
野
さ
ん
は
自

力
で
国
内
だ
け
で
な
く
海
外

で
の
上
映
も
一

部
、
実
現
さ
せ
て
い
て
、
こ

れ
だ
け
の
人
は
な
か
な
か
い

ま
せ
ん
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
の
利

害
関
係
や
管
理
組
合
の
ル
ー

ル
を
わ
か
り
易
く
解
説
し
ま

す
。

☆
講
師:

塩
島
武
徳
（
頭
脳

集
団
ブ
レ
イ
ン
）

☆
夏
期:

７
月
５
日
（
土
）

10
時
〜
16
時
　
、
申
込
締
切

日
　
６
月
30
日
（
月
）

☆
秋
期:
11
月
29
日
（
土
）

10
時
〜
16
時
、
締
切
11
月
14

日
（
金
）

☆
受
講
料
　
九
千
円

☆
会
場
　
東
京
国
際
大
学
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
第
１
キ
ャ
ン
パ
ス
２
号
館

１
階
）
　
☆
問
い
合
わ
せ
　

０
４
９
・
２
３
４
・
２
７
５
８

第
一
回
　
７
月
12
日
（
土
）

11
時
〜
12
時
30
分
　
「
世
界

の
街
を
歩
く
　―
　お
勧
め
の

国
や
街
々
」
高
瀬
　浩
（
西

武
文
理
大
学
　准
教
授
）

第
二
回
　
７
月
19
日
（
土
）

11
時
〜
12
時
30
分
　
「
客
室

乗
務
員
の
気
配
り
術
と
旅
」

井
福
　ゆ
う
子
（
西
武
文
理

大
学
　准
教
授
、
元
日
本
航

空
乗
員
室
長
）

☆
会
場
　
西
武
文
理
大
学
　

２
号
館
　
109
教
室
（
正
門
左

側
奥
）
　
☆
受
講
料
無
料
、

先
着
80
名
　
☆
問
い
合
わ
せ

　
０
４
・
２
９
５
４
・
７
５

７
５

☆
日
時
　
６
月
21
日
（
土
）

14
〜
16
時
　
☆
会
場
　

十
文
字
女
子
大
学
記
念
ホ
ー

ル
　
☆
講
師
　
梶
田
叡
一
氏

（
兵
庫
教
育
大
学
長
、
中
央

教
育
審
議
会
副
会
長
）
　
☆

主
催
　
十
文
字
女
子
大
学
、

新
座
市
、
新
座
市
教
育
委
員

会
　
☆
問
い
合
わ
せ
は
同
大

地
域
連
携
協
力
推
進
セ
ン
タ

ー
・
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
０
４

８
・
４
７
７
・
０
５
５
５
）

　
埼
玉
県
は
、
み
ど
り
の
保

全
と
創
出
を
推
進
す
る
事
業

の
提
案
を
募
集
し
て
い
る
。

　
「
み
ど
り
を
ま
も
る
活

動
」、「
み
ど
り
を
つ
く
る
活

動
」、「
み
ど
り
を
ま
な
ぶ
活

動
」
な
ど
の
事
業
で
、
市
町

村
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
が
対
象
。
採
用
さ
れ
る

と
、
今
年
４
月
に
設
立
し
た

「
彩
の
国
み
ど
り
の
基
金
」

か
ら
経
費
の
補
助
（
50
万
円

ま
で
は
全
額
、
そ
れ
を
超
す

部
分
は
２
分
の
１
、
上
限
150

万
円
）
が
受
け
ら
れ
る
。

　
申
し
込
み
は
６
月
30
日
ま

で
に
、
所
定
の
応
募
書
類

（
県
Ｈ
Ｐ
で
入
手
）
を
郵
送

か
、
直
接
県
環
境
部
み
ど
り

再
生
推
進
室
（
０
４
８
・
８

３
０
・
３
１
４
７
）
に
提
出

す
る
。

①
「
め
ま
い
」
13
時
〜
14
時

30
分
　
伊
藤
　影
紀
（
埼
玉

医
科
大
学
病
院
耳
鼻
咽
喉

科
・
神
経
耳
科
教
授
）

②
「
難
聴
」
15
時
〜
16
時
30

分
　
柴
崎
修
（
埼
玉
医
科
大

学
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
・
神
経

耳
科
講
師
）

☆
会
場
　
埼
玉
医
科
大
学
　

川
越
ク
リ
ニ
ッ
ク
６
階
大
会

議
室
　
☆
受
講
料:

千
円
　

☆
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
埼
玉
医
科
大
学
医
学
教
育

セ
ン
タ
ー
市
民
公
開
講
座
係

０
４
９
・
２
７
６
・
１
７
０

７

　
び
ん
沼
川
は
、
さ
い
た
ま

市
、
川
越
市
、
ふ
じ
み
野

市
、
富
士
見
市
を
流
れ
、
荒

川
に
注
ぐ
全
長
約
６
ｋ
ｍ
の

一
級
河
川
で
、
貴
重
な
自
然

を
残
し
、
魚
釣
り
や
散
歩
な

ど
た
く
さ
ん
の
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ゆ
め
つ
る
せ
で
は
、
年
３

回
こ
の
び
ん
沼
川
の
環
境
を

守
る
た
め
の
ク
リ
ー
ン
運
動

を
実
施
し
て
お
り
、
小
中
学

生
か
ら
ご
年
配
の
方
々
ま
で

参
加
し
て
い
ま
す
。

☆
活
動
日
時
　
７
月
５
日

（
土
）９
時
〜
11
時
　
☆
集
合

場
所
　
び
ん
沼
自
然
公
園
前

川
岸
　
☆
活
動
内
容
　
び
ん

沼
川
周
辺
の
ゴ

ミ
拾
い
・
草
刈
等
　
☆
主
催

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ゆ
め
つ
る
せ
　
☆
連

絡
先
　
小
杉
武
　
０
９
０
・

５
７
９
４
・
７
９
５
２

　
暖
冬
と
言
う
予
報
に
す
っ

か
り
気
が
緩
み
き
っ
た
と
こ

ろ
に
ド
カ
ッ
と
数
回
の
降
雪

が
。
そ
の
三
度
目
の
雪
の
翌

日
か
ら
そ
れ
は
始
ま
っ
た
。

ほ
ん
っ
の
軽
い
気
持
で
。

　
以
前
か
ら
『
此
処
は
場
所

が
い
い
か
ら
餌
台
を
作
る
と

沢
山
の
鳥
が
来
る
よ
う
に
な

る
よ
』
と
言
わ
れ
て
い
た
の

だ
が
、
そ
の
時
は
大
し
て
興

味
が
湧
か
な
か
っ
た
の
で
す

っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
あ
る
と
き

『
今
、
駐
車
場
に
ジ
ョ
ウ
ビ

タ
キ
が
い
た
よ
』
と
言
い
な

が
ら
お
客
様
が
店
に
入
っ
て

ら
し
た
。
そ
れ
は
ど
う
や
ら

鳥
の
名
前
ら
し
い
。
そ
う
い

え
ば
数
日
前
に
も
聞
い
た
よ

う
な
気
が
す
る
。
こ
の
聞
き

な
れ
な
い
名
前
を
機
に
大
い

に
鳥
達
に
興
味
が
湧
い
て
き

た
。
こ
の
時
期
鳥
た
ち
は
一

番
餌
が
無
い
の
で
餌
付
け
を

す
る
に
は
チ
ャ
ン
ス
だ
と
い

う
。
ま
し
て
や
雪
の
降
っ
た

後
だ
し
。
目
の
前
に
は
丁
度

パ
ン
も
あ
る
。
『
そ
う
だ
、

こ
れ
あ
げ
て
み
よ
う
』
。
庭

に
は
お
あ
つ
ら
え
向
き
に
ケ

ー
ブ
ル
を
巻
く
巨
大
な
糸
巻

き
が
置
い
て
あ
っ
た
。
か
く

し
て
こ
の
糸
巻
き
テ
ー
ブ
ル

が
餌
台
に
な
っ
た
の
だ
っ

た
。

　
そ
の
日
は
誰
に
も
見
向
き

も
さ
れ
ず
に
パ
ン
は
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
転
が
っ
た
ま
ん
ま

だ
っ
た
。
日
も
傾
き
か
け
て

ち
ょ
っ
と
ガ
ッ
カ
リ
な
気
分

に
な
り
か
け
た
頃
、
『
ん
、

何
か
動
い
た
』
。
す
ぐ
さ
ま

野
鳥
図
鑑
を
開
い
て
み
る
。

濃
い
目
の
灰
色
、
大
ぶ
り
で

尾
が
長
く
す
ん
な
り
と
し
て

頭
が
ボ
サ
ボ
サ
し
て
い
る
こ

の
鳥
は
、
ヒ
ヨ
ド
リ
と
い
う

名
前
だ
っ
た
。

　
二
日
目
の
朝
、
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
庭
に
出
る
と
、
彼

は
波
の
様
に
滑
ら
か
に
飛
ん

で
き
て
百
日
紅
の
枝
に
止
ま

っ
た
。
お
や
、
今
日
は
連
れ

が
い
る
の
ね
。
私
の
姿
が
ド

ア
の
中
に
消
え
る
や
否
や
彼

ら
は
糸
巻
き
テ
ー
ブ
ル
で
食

事
を
始
め
る
。
現
金
な
奴
ら

だ
。

　
三
日
目
の
朝
、
ル
ン
ル
ン

で
パ
ン
を
運
ぶ
と
、
彼
は
甲

高
い
声
で
竹
薮
に
向
か
っ
て

何
か
叫
ん
だ
。
す
る
と
そ
れ

に
反
応
す
る
よ
う
に
甲
高
い

声
を
出
し
な
が
ら
三
羽
の
ヒ

ヨ
ド
リ
が
集
ま
っ
て
き
た
。

こ
う
な
る
と
俄
然
楽
し
く
な

っ
て
き
て
、
向
日
葵
の
種
も

撒
い
て
み
た
。
す
る
と
シ
メ

や
ム
ク
ド
リ
、
キ
ジ
バ
ト
な

ど
違
う
種
類
の
鳥
が
集
ま
っ

て
来
て
面
白
か
っ
た
。
そ
の

気
に
な
っ
て
見
て
み
る
と
前

の
畑
で
は
沢
山
の
鳥
た
ち
が

餌
を
求
め
て
忙
し
く
動
き
回

っ
て
い
る
。
あ
っ
ち
で
チ
ョ

コ
チ
ョ
コ
こ
っ
ち
で
チ
ョ
コ

チ
ョ
コ
真
面
目
に
見
て
い
る

と
目
が
回
っ
て
し
ま
い
そ
う

だ
。
中
で
も
動
き
の
面
白
い

の
が
ツ
グ
ミ
で
チ
ョ
コ
チ
ョ

コ
っ
と
小
走
り
に
歩
い
て
は

立
ち
止
ま
っ
て
背
伸
び
す
る

よ
う
に
辺
り
を
見
回
す
。
そ

の
規
則
正
し
い
動
き
を
見
て

い
る
と
時
間
を
忘
れ
て
し
ま

う
。
ほ
と
ん
ど
茶
色
一
色
で

色
彩
の
な
い
時
期
に
彼
等
の

営
み
は
、
私
や
此
処
を
訪
れ

る
人
達
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
た
。

　
季
節
は
移
り
変
わ
り
樹
木

は
芽
吹
き
、
茶
色
い
景
色
は

あ
っ
と
い
う
間
に
緑
の
絨
毯

と
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
覆
わ
れ

て
、
ど
こ
か
避
暑
地
に
で
も

い
る
よ
う
な
気
に
さ
せ
ら
れ

る
。
鳥
達
も
餌
に
恵
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う

か
、
糸
巻
き
テ
ー
ブ
ル
の
朝

食
に
は
現
れ
な
く
な
っ
て
き

た
。

　
あ
る
朝
窓
際
で
花
を
生
け

て
い
る
と
何
や
ら
視
線
を
感

じ
る
の
で
顔
を
上
げ
る
と
、

窓
辺
の
白
樺
に
ム
ク
ド
リ
が

止
ま
っ
て
こ
ち
ら
を
覗
い
て

い
た
。
バ
ッ
チ
リ
目
が
合
っ

た
瞬
間
私
は
さ
ぼ
り
が
ち
だ

っ
た
餌
や
り
を
思
い
出
し
て

慌
て
て
パ
ン
を
持
っ
て
外
に

飛
び
出
し
た
。

　
『
ご
飯
だ
よ
』
。

（
ジ
ュ
リ
ア
ン
店
主
、
日
高

市
）

　
ふ
じ
み
野
市
上
福
岡
で
活

動
す
る
合
唱
団
の
団
員
が
、

音
楽
を
通
し
て
日
本
文
化
を

紹
介
す
る
た
め
、
７
月
９

日
、
ロ
シ
ア
・
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
の
劇
場
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
く
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
合
唱
団

も
参
加
し
、
両
国
の
交
流
も

図
る
。

　
主
催
す
る
の
は
、
旧
ソ
連

諸
国
と
の
友
好
活
動
を
行
っ

て
い
る
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協

会
西
埼
玉
支
部
で
、
上
福
岡

の
合
唱
団
フ
ィ
オ
ー
レ
、
コ

ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
翔
、
オ
ペ

ラ
・
リ
リ
カ
ふ
じ
み
野
の
団

員
有
志
二
十
名
。
指
導
者
は

小
林
浩
氏
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
は

永
井
孝
子
氏
。

　
７
月
９
日
18
時
よ
り
ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
シ
州
立
青
少
年
劇

場
に
て
、「
ふ
る
さ
と
の
四

季
」（
源
田
俊
一
郎
編
曲
）
な

ど
日
本
の
歌
曲
を
紹
介
。
ロ

シ
ア
側
か
ら
は
女
性
コ
ー
ラ

ス
「
ロ
シ
ア
の
さ
く
ら
ん

ぼ
」
が
参
加
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
ふ
じ
み

野
市
合
唱
団
事
務
局
大
日
南

さ
ん
（
０
９
０
・
９
１
５
７

・
８
２
０
５
）。


